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特集2　自殺予防

自
殺
予
防

特
集
２

1
児
童
生
徒
の
自
殺
の
現
状

一
九
九
八
年
に
自
殺
者
数
が
三
万
人
を
超
え
て
以

降
、
日
本
の
自
殺
に
関
す
る
状
況
は
き
わ
め
て
深
刻

で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
の
「
自
殺
対
策
基
本

法
」
の
制
定
に
よ
り
、
中
高
年
の
う
つ
病
対
策
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、

二
〇
一
二
年
に
い
た
る
ま
で
三
万
人
を
超
え
つ
づ
け

て
き
た
自
殺
者
数
が
、
も
う
少
し
で
二
万
人
を
切
る

と
こ
ろ
ま
で
減
少
し
て
い
る
（
二
〇
二
〇
年
の
自
殺

者
数
は
、
前
年
よ
り
４
・
５
％
増
え
て
二
万
一
〇
八

一
人
）。

し
か
し
、
全
体
の
自
殺
者
数
が
減
少
し
て
い
る
な

か
で
、
若
い
世
代
の
自
殺
は
増
加
傾
向
に
あ
る
（
図

１
、
次
ペ
ー
ジ
）。
こ
こ
一
〇
年
間
の
小
・
中
・
高

校
生
の
自
殺
者
数
は
年
間
三
〇
〇
人
か
ら
四
〇
〇
人

の
間
で
推
移
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
四
九
九
人
に
上
り
（
警
察
庁

の
発
表
に
よ
れ
ば
、
小
学
生
一
四
人
、
中
学
生
一
四

六
人
、
高
校
生
三
三
九
人
で
、
前
年
比
25
・
０
％

増
）、
一
〇
歳
～
一
九
歳
の
自
殺
率
（
人
口
一
〇
万

人
に
対
す
る
自
殺
者
数
）
も
７
・
０
人
と
過
去
最
悪

の
数
字
を
示
し
た
。

2
自
殺
予
防
教
育
の
必
要
性

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
二
〇
一
六
年
に
施

行
さ
れ
た
「
改
正
自
殺
対
策
基
本
法
」
に
お
い
て
、

若
い
世
代
へ
の
自
殺
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

い
う
認
識
に
基
づ
き
、
各
学
校
が
自
殺
予
防
教
育
に

取
り
組
む
こ
と
が
努
力
義
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
七
年
に
は
新
た
な
「
自
殺
総
合
対
策

大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
」
の
推
進
、「
大
学
や
専

修
学
校
等
と
連
携
し
た
自
殺
対
策
教
育
」
の
実
施

が
、
同
じ
く
努
力
義
務
と
し
て
示
さ
れ
た
。
文
部
科

学
省
も
、
二
〇
一
四
年
に
児
童
生
徒
を
直
接
対
象
と

す
る
自
殺
予
防
教
育
の
具
体
化
を
提
言
し
た
『
子
供

に
伝
え
た
い
自
殺
予
防
（
学
校
に
お
け
る
自
殺
予
防

教
育
導
入
の
手
引
）』
を
全
国
の
学
校
に
配
布
し
、

自
殺
予
防
教
育
の
必
要
性
と
方
向
性

関
西
外
国
語
大
学
教
授

新あ
ら

井い

　
肇は

じ
め

★
児
童
生
徒
の
深
刻
な
自
殺
の
実
態
と
国
の
施
策

の
動
向
を
ふ
ま
え
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
を
対
象

に
し
た
自
殺
予
防
教
育
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
が

各
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、「
①
安
全
・
安
心
な
学
校
環
境
」
を
土
台
と

し
て
整
え
た
う
え
で
、
生
と
死
の
教
育
・
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど「
②
下
地
づ
く
り
の
授
業
」

を
積
み
重
ね
、〈
心
の
危
機
理
解
〉
と
〈
相
談
す

る
力
の
育
成
〉
を
め
ざ
す
「
③
核
に
な
る
授
業
」

の
三
段
階
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

要　　旨
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自
殺
予
防
教
育
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
深
刻
な
自
殺
の
実
態
と
国
の
施
策
の

動
向
を
ふ
ま
え
た
と
き
、
自
殺
の
危
険
の
高
い
児
童

生
徒
へ
の
支
援
（
危
機
介
入
）
と
あ
わ
せ
て
、
生
涯

に
わ
た
る
精
神
保
健
の
観
点
か
ら
す
べ
て
の
児
童
生

徒
を
対
象
に
し
た
自
殺
予
防
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

が
、
各
学
校
に
と
っ
て
の
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
危
機
に
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
問
題
解
決
的
生
徒

指
導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
の
成
長

支
援
を
め
ざ
す
開
発
的
生
徒
指
導
の
視
点
に
立
っ

て
、「
児
童
生
徒
に
未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
た

め
に
、
学
校
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い

が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
２
）。

3
児
童
生
徒
の
自
殺
の
原
因
か
ら
考
え
る

自
殺
予
防
教
育
の
方
向
性

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
九
）
が
警
察
庁
の
原
因
・

動
機
別
自
殺
者
数
を
ま
と
め
た
結
果
（
二
〇
〇
九
～

二
〇
一
八
年
の
累
計
）
に
よ
る
と
、
小
学
生
で
は

「
親
子
関
係
の
不
和
」、「
し
つ
け
・
叱
責
」
な
ど

「
家
庭
問
題
」
の
比
率
が
高
く
、
中
学
生
で
は
「
学

業
不
振
」
や
「
学
友
と
の
不
和
」
な
ど
「
学
校
問

題
」
が
五
割
を
超
え
て
い
る
。
高
校
生
も
「
進
路
に

関
す
る
悩
み
」
な
ど
「
学
校
問
題
」
が
多
い
こ
と
は

変
わ
ら
な
い
が
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な
ど
の
精

神
疾
患
に
関
す
る
「
健
康
問
題
」
が
、
女
子
を
中
心

に
急
増
す
る
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
（
図
３
、
次
ペ

ー
ジ
）。「
学
校
問
題
」
と
い
う
と
ま
っ
先
に
「
い
じ

め
」
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
実
際
に
は
「
学
業
不
振
」

や
「
進
路
に
関
す
る
悩
み
」
な
ど
の
比
率
が
高
い
こ

と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
自
殺
予
防
教
育
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
取

り
組
み
を
体
系
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
と
く
に
小
学
生
に
お
い
て
は
家
庭
へ
の

働
き
か
け
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
や
保
健

所
等
と
連
携
し
、
児
童
の
み
な
ら
ず
保
護
者
を
対
象

と
し
た
自
殺
予
防
教
育
を
進
め
る
方
向
性
を
探
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
学
生
に
お
い
て

は
、
長
期
の
休
み
明
け
に
自
殺
が
多
く
み
ら
れ
る
こ

図1　中学生・高校生の自殺者数と自殺率の推移（阪中、2021）

図2　生徒指導の階層的支援構造と自殺予防（新井、2020）

（人）

1985 87 89 91 93 95 97 99 2001 03 05 07 09 11 13 15 17 19

550

500

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

8
7.5
7
6.5
6
5.5
5
4.5
4
3.5
3
2.5
2
1.5
1
0.5
0

いじめ自殺報道
45％増

コロナ禍
24％増

全自殺者数3万人突破
41％増

自殺者数最悪約3万5千人
35％増

大津いじめ自殺報道
21％増

アイドル自殺・
いじめ自殺報道

54％増

中高校生の自殺者数（文部科学省）
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ガ
イ
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

危
機
介
入

「未来を生き抜く力」を育む自殺予防教育

第1次支援（開発的生徒指導）
すべての児童生徒を対象とした成長支援：学
級担任が中心となり、教育的支援策を展開

ハイリスクの児童生徒のスクリーニング

第２次支援（予防的生徒指導）
すべての、また、リスクのある児童生徒への
予防的関与：生徒指導主事を中心にチームを
組み、役割分担する

ハイリスクの児童生徒への危機介入・事後対応

第３次支援（問題解決的生徒指導）
特定の児童生徒への危機介入的関与：チーム
の役割分担＋外部資源も活用

連携
関係専門機関
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と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
環
境
変
化
に
伴
う
不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
、
人
間
関
係
の
不
調
や
学
業
不
振
に
起
因
す
る
学

校
不
適
応
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

高
校
生
に
関
し
て
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
盛

り
込
ま
れ
た
保
健
体
育
の
「
精
神
疾
患
の
予
防
と
回

復
」
の
単
元
を
自
殺
予
防
の
観
点
か
ら
「
心
の
健
康

の
保
持
に
係
る
教
育
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
養
護
教

諭
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
校
医
等
と
連
携
し

て
充
実
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

4
自
殺
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
心
理
か
ら
考
え
る

自
殺
予
防
教
育
の
方
向
性

自
殺
は
、
本
人
の
心
理
的
・
身
体
的
・
家
庭
的
要

因
や
学
業
、
友
人
関
係
な
ど
の
学
校
生
活
上
の
問

題
、
進
路
問
題
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
自
殺
の

危
険
が
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
直
接
動
機
と
な
る
事

柄
が
引
き
金
と
な
っ
て
実
行
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
自
殺
予
防
教
育
の
方
向
性
を
考
え
る
う
え
で
、

直
接
動
機
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
危
機
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。

自
殺
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
心
理
は
、
次
の
よ
う
に

ま
と
め
ら
れ
る
（
文
部
科
学
省
、
二
〇
〇
九
）。

①�

強
い
孤
立
感
：「
誰
も
自
分
の
こ
と
な
ん
か
考
え

て
い
な
い
」
と
し
か
思
え
な
く
な
り
、
現
実
に
は

援
助
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
頑
な
に
自
分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
。

②�

無
価
値
感
：「
自
分
な
ん
か
生
き
て
い
て
も
仕
方

が
な
い
」
と
自
己
否
定
感
情
が
高
ま
る
。
愛
さ
れ

る
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
た
経
験
が
乏
し
く
、
自

尊
感
情
が
低
い
児
童
生
徒
に
み
ら
れ
が
ち
な
感
覚

で
あ
る
。

③�

怒
り
の
感
情
：
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
つ
ら
い
状

況
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
り
場
の
な

い
気
持
ち
を
他
者
へ
の
攻
撃
性
と
し
て
表
す
。
そ

の
怒
り
が
自
分
自
身
に
向
け
ら
れ
る
と
、
自
殺
の

危
険
が
高
ま
る
。

④�

苦
し
み
が
永
遠
に
続
く
と
い
う
思
い
こ
み
：
今
抱

え
て
い
る
苦
し
み
は
ど
う
努
力
し
て
も
解
決
で
き

な
い
と
い
う
絶
望
的
な
感
情
に
陥
る
。

⑤�

心
理
的
視
野
狭
窄
：
問
題
解
決
策
と
し
て
自
殺
以

外
の
選
択
肢
が
思
い
浮
か
ば
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
危
機
の
心
理
に
陥
ら
な
い
よ
う
な
、

ま
た
、
陥
っ
た
と
し
て
も
抜
け
出
せ
る
よ
う
な
思
考

や
態
度
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
①
困
っ
た
と
き
、

苦
し
い
と
き
に
進
ん
で
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
②
自
己
有
用
感
を
高
め
、
自
己
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
、
③
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
④
ゆ
が
ん
だ
認
知
を
柔
軟
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
力
を
育
む
ア
プ
ロ
ー
チ
が

自
殺
予
防
教
育
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

5
自
殺
予
防
教
育
の
目
標
と
構
造

「
未
来
を
生
き
ぬ
く
力
を
育
む
教
育
」と
し
て

文
部
科
学
省
（
二
〇
一
四
）
の
『
子
供
に
伝
え
た

い
自
殺
予
防
』
に
お
い
て
、
自
殺
予
防
教
育
の
目
標

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
早
期
の
問
題
認
識

（
心
の
危
機
理
解
）」
と
「
援
助
希
求
的
態
度
の
育
成

（
相
談
す
る
力
）」
の
二
点
で
あ
る
。

心
の
健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
も
ち
、
困

（%）

男子小学生
（n=28）

男子中学生
（n=359）

男子高校生
（n=1048）

女子小学生
（n=21）

女子中学生
（n=229）

女子高校生
（n=796）

資料：警察庁「自殺統計」より厚生労働省自殺対策推進室作成
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図3　小・中・高校生における自殺の原因・動機の計上比率（厚生労働省、2019）
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っ
た
と
き
に
人
に
相
談
す
る
援
助
希
求
的
な
態
度
が

と
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
自
身
の
危
機
の
克
服

と
友
人
の
危
機
へ
の
支
援
が
可
能
と
な
り
、
生
涯
に

わ
た
る
精
神
保
健
と
い
う
観
点
か
ら
の
自
殺
予
防
に

も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。『
子
供
に
伝
え
た
い
自

殺
予
防
』
に
お
い
て
は
、
前
述
二
点
に
焦
点
化
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
核
と
な
る
授
業
」
と
位
置
づ
け
、

①
心
の
危
機
の
サ
イ
ン
を
理
解
す
る
、
②
心
の
危
機

に
陥
っ
た
自
分
自
身
や
友
人
へ
の
関
わ
り
方
を
学

ぶ
、
③
地
域
の
援
助
機
関
を
知
る
、
と
い
っ
た
具
体

的
な
内
容
を
示
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
発
達
段
階

や
実
態
に
応
じ
て
は
、
心
の
危
機
と
し
て
希
死
念
慮

や
自
殺
企
図
に
つ
い
て
ふ
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ

る
。自

殺
予
防
教
育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
核

と
な
る
授
業
」
を
突
出
し
た
形
で
行
う
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
に
示
し
て
き
た
自
殺
予
防
教
育
の
方

向
性
に
そ
っ
た
内
容
を
含
む
授
業
や
教
科
外
の
活
動

と
「
核
と
な
る
授
業
」
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
各
学
校
で
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
生

命
を
尊
重
す
る
教
育
」
や
「
心
身
の
健
康
を
育
む
教

育
」、「
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く
教
育
」、「
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
や
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
な
ど
を
「
下
地
づ
く
り
の
授
業
」
と
し
て
教
育

課
程
に
位
置
づ
け
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
危
機
に
陥

っ
て
も
折
れ
な
い
心
）」
を
育
む
こ
と
を
包
括
的
な

目
標
と
し
て
、
体
系
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
び
、
生
活
で
き
る

学
校
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
自
殺

予
防
教
育
の
「
土
台
」
と
し
て
、
困
っ
た
と
き
に
は

何
で
も
相
談
で
き
る
児
童
生
徒
と
教
職
員
の
信
頼
関

係
づ
く
り
、
保
健
室
や
相
談
室
な
ど
を
気
軽
に
利
用

で
き
る
場
と
す
る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、「
安
心
安

全
な
学
校
環
境
」
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
加
え

て
、
教
職
員
が
児
童
生
徒
の
ち
ょ
っ
と
し
た
言
動
の

変
化
か
ら
そ
の
心
理
状
態
を
見
取
る
感
性
を
高
め
る

こ
と
や
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
な
姿
勢
を
も
つ
こ
と

も
、「
土
台
」
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

自
殺
予
防
教
育
の
目
標
と
学
習
内
容
に
つ
い
て
示

し
た
概
念
図
が
図
４
で
あ
る
。
小
学
校
か
ら
系
統
立

っ
た
「
生
と
死
の
教
育
」
な
ど
の
実
践
を
「
下
地
と

な
る
授
業
」
と
し
て
積
み
上
げ
た
う
え
で
、
中
学
・

高
校
に
お
い
て
、
自
殺
予
防
の
た
め
の
「
核
と
な
る

授
業
」
を
学
校
全
体
の
教
育
活
動
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
自
殺
予
防
教
育

を
「
未
来
を
生
き
ぬ
く
力
」
を
育
む
た
め
の
開
発
的

生
徒
指
導
と
い
う
視
点
か
ら
、
各
教
科
、
生
徒
指

導
・
教
育
相
談
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
特
別
活
動
・
健

康
教
育
等
を
横
断
す
る
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
教
科
の
学
習
及
び
教
科
外
の
活
動
を
通
じ
て
知

識
と
体
験
の
融
合
を
図
り
な
が
ら
、
全
校
体
制
で
取

り
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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